
第 3 回 歩行特化型デイサービスリアクラ運営推進会議 議事録 

開催日時 2024 年 12 月 16 日（月） 10：00 ～ 11：00 

開催場所 デイサービスリアクラ 静養室 

参加者 ひまわりの街地域包括支援センター  古木 

竜神地区民生委員          小板稔 

利用者ご家族 

当センター運営会社取締役      渡辺 聖之 

当センター管理者          中嶋 彦士 

当センター機能訓練指導員      伊藤 毬里 

【議題１】 事業運営および日常的なサービス提供内容について 

＜概要＞  ・事業運営の方針           ・日常サービスの提供内容や定例行事について  

・利用者構成（年齢・介護度・性別など ・利用者の声（アンケート集計結果） 

【議題 2】 事故報告について 

＜概要＞  ・発生状況／再発防止策 

【議題３】 諸々の取り組みについて  

＜概要＞  ・利用者の健康管理に係わる取り組み(感染症対策)  ・地域連携の取り組み  

・非常災害対策に係わる取り組み          ・口腔機能に対しての取り組み 

<参加者からの意見・要望とそれに対する回答> 

・訪問リハビリのニーズは高いと思うが取り組む予定はあるか？専門職の数も充実しており、しっかり

相談しやすい環境が整っていると思う。半月毎に利用者も確実に増加し、プログラムも増えていて関心

している。 

→通所介護サービス以外にも地域貢献できる事業体は検討中。リハビリメインの訪問は性質上弊社では

難しい。訪問介護や訪問看護等は展開していく可能性あり。また、イベント形式でヨガや介護美容など

は取り組みを検討している。 

 

・認知症の方の割合は？またいるのであればどのように向き合って対応している？ 

→認知症の方は１単位あたり大体 3 人程度はみえる。自身の課題に向き合える方であれば動作を反復す

ることで改善を図り、それが難しい方は量的な運動量の確保を優先して対応している。認知機能低下の

要因として脳血流量の低下があるため、活動が維持できることが大切であると考えている。 



・家族視点からみて、楽しく意欲的に通えていることが本当に助かっている。年齢的にも改善の上限は

あると思うが、このまま身体機能や生活能力を維持していってくれると嬉しい。 

 

・目的をもって利用されている方が多く、こういった雰囲気を継続していってくれると良いなと思う。

利用者さんに具体的にあった変化などあれば教えて欲しい。 

→機能訓練に特化させていくことで事業所の雰囲気が統一できるように意識している。目的に見合った

方に通所していただけている成果だと考えている。具体的な変化としては、ご家族から【これまでは週

１回くらいしかお風呂に入らなかったのに、出掛ける理由ができたからなのか 2 日に 1 回へと入浴回数

が増えて嬉しい】【他者のいる場に出るようになってから化粧を再開するようになった】【寝てばかりい

た人が「よし行ってくるか」と意識的に準備を始めるようになった】などの意見を頂いています。当事

業所というよりは社会活動への参加としての意義がある面だと思う。利用者本人からは【練習でしゃが

みなどの動作を行うようになってから買い物での商品選びの幅が拡がった。荷物を運ぶ練習もやってい

るから買い物袋を提げたりができるようになった】【近所のスーパーまで買い物に歩いて行ったり、通

院ができるようになった】【腰の痛みや膝の痛みが軽くなって外出に前向きになった】などの意見が聞か

れています。今後も地域の皆様のお役に立てるように誠心誠意取り組んでいきます。 

 

【次回開催日時】 

＜日時＞  令和 7 年 6 月開催予定 ※詳細未定    <会場>デイサービスリアクラ 静養室 


